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ご
あ
い
さ
つ

『新
修
神
戸
市
史
』
は
こ
れ
ま
で
す
で
に
九
巻
が
刊
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
､

現
在
'
｢歴
史
編

Ⅱ

古
代

･
中
世
｣
の
編
纂
が
進
ん
で
い
ま
す
｡

自
治
体
史
編
纂
で
は
'
そ
れ
に
と
も
な
う
史
料
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
る
の
が

常
で
す
が
'
今
回
の

｢古
代

･
中
世
｣
編
の
編
纂
事
業
で
は
'
そ
う
し
た
調
査

成
果
を
広
く
市
民
の
方
々
や
研
究
者
に
公
開
し
な
が
ら
'
同
時
に
編
纂
を
す
す

め
る
と
い
う
新
た
な
試
み
を
模
索
し
て
い
ま
す
｡

こ
の
た
び
の
新
修
神
戸
市
史
中
間
報
告
展
示
会

｢中
世
石
峯
寺
の
古
文
書
と

出
土
品

｣

は
'
そ
う
し
た
取
り
組
み
の

l
環
と
し
て
企
画
し
た
も
の
で
す
｡
今

年
'
市
史
編
纂
事
業
で
は
'
神
戸
市
北
区
淡
河
の
石
峯
寺
の
史
料
調
査
を
お
こ

な
い
ま
し
た
が
､
そ
の
成
果
と
し
て
'
今
回
の
調
査
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
も

の
を
中
心
に
'
古
文
書
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
｡

あ
わ
せ
て
'
今
回
は
'
神
戸
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
､
石
峯
寺
の
子
院
で
あ

っ
た
岩
本
坊
跡
の
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
た
出
土
品
も
展
示
し
て
い
ま
す
｡

こ
う
し
た
生
の
史
料
に
接
す
る
こ
と
で
､
今
度
刊
行
さ
れ
ま
す
市
史
も
､
ま

た
少
し
違

っ
た
目
で
読
ん
で
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
｡

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
史
料
を
ご
提
供
く
だ
さ
い
ま
し
た
石
峯
寺
を
は
じ
め
､

展
示
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ま
に
'
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
｡

出
展
史
料

一
覧

古
文
書

後
村
上
天
皇
輪
旨

赤
松
政
秀
判
物

某
貞
家

･
某
家
綱
連
署
書
状

羽
柴
秀
吉
制
札
写

微
考
録

(写
真
展
示
)

下
神
田
村
北
畑
田
地
手
継
証
文
写

阿
閣
梨
讃
琉
力
荒
野
寄
進
状

石
峯
寺
僧
某
勧
進
帳

石
峯
寺
絵
図

出
土
品

(伝
岩
本
坊
跡
)

瀬
戸
盤

丹
波
嚢

東
播
系
須
恵
器

こ
ね
鉢

白
磁
四
耳
壷

白
磁
碗

(景
徳
鎮
窯
)

白
磁
碗

(河
南
産
)

興
国
二
年

文
明
六
年

享
徳
二
年

天
正
六
年

貞
享
三
年

石
峯
寺
所
蔵

竹
林
寺
所
蔵

竹
林
寺
所
蔵

石
峯
寺
所
蔵

石
峯
寺
所
蔵

正
平
七
年
頃

永
和
四
年

永
徳
三
年

寛
政
三
年

十
輪
院
所
蔵

竹
林
寺
所
蔵

石
峯
寺
所
蔵

竹
林
寺
所
蔵

十
四
世
紀
後
半

十
三
世
紀
後
半
～
十
四
世
紀
初
頭

十
三
世
紀
末

十
三
世
紀

十
二
世
紀

十
四
世
紀
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戸
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史
編
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委
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委
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鈴
木
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門
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元
木
泰
雄

※
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紙
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写
真
は
寛
政
一∴
年
石
峯
寺
絵
図



古文書

り

ん

じ

後
村
上
天
皇
輪

旨

興
国
二
竺

童

一

南
北
朝
時
代

石
峯
寺
所
蔵

は
ん
も
つ

赤
松
政
秀
判

物

文
明
六
竺

豆

3)

室
町
時
代

竹
林
寺
所
蔵

新
出

当
寺
領
神
田
谷
等

知
行
､
不
可
有
相
違

者
'

天
気
如
此
､
悉
之
'
以
状
t

興
国
二
年
十

一
月
廿
五
日
右
中
将

(花
押
)

岩
峯
寺
衆
徒
御
中

【読
み
下

し】
こ

うだだに

当
寺
領
神

田谷
等
知
行
､
相
違
あ
る
べ
か

て
T<り

ら
ず
者
'

ご
と

天
気
か
く
の
如
し
､

こ
れ
を

つ
く
せ
､
以

て
状
す
'

興
国
二
年
十

一
月
甘
五
目
右
中
将

(花
押
)

岩
峯
寺
衆
徒
御
中

【現
代
語
訳
】

当
寺
領
神
田
谷
等

の
知
行
に

つ
い
て
は
'

相
違
が
あ

っ
て
は
な
ら
な

い
｡
天
皇
の
ご

意
志
は
こ
の
と
お
り
で
あ
る
｡

こ
れ
を
尽

く
せ
｡
よ

っ
て
状
を
出
す
｡

興
国
二
年
十

一
月
二
十
五
日
右
中
将

(花
押
)

石
峯
寺
衆
徒
御
中

【解
説
】

南
朝
の
後
村
上
天
皇

の
論
旨
｡
論
旨
と

は
天
皇

の
意
を
奉

じ

て
出
さ
れ

る
文
書

L
ゆ
く
し

で
､
宿
紙
と
い
う

一
度
使
用
し
た
紙
を
す

き
返
し
た
､
薄
墨
色
の
紙
が
用
い
ら
れ
る
｡

内
容
は
'
神
田
谷
な
ど
に
あ
る
石
峯
寺

の

領
地
を
保
証
し
た
も
の
｡
三
行
目
の
改
行

へ
い
し
ゆ
つ

は

｢平
出
｣

と
い
い､
｢
天
気
｣
(
天
皇

の

意
志
)
と
い
う
語

を
行

頭
に
す
る
こ
と
で
､

天
皇

へ
の
尊
敬
を
表
す
書
き
方
で
あ
る
｡

三
木
郡
岩
峯
寺

衆
徒
帰
任
事
'
以
奉

書
堅
被
仰
付
上
者
､
召
出

寺
僧
､
可
渡
沙
汰
寺
家

者
也
'
仇
状
如
件
､

文
明
しハ

三
月

四
日

政
秀

(花
押
)

藤
田
五
郎
左
衛
門
殿

横
山
三
郎
左
衛
門
殿

【読
み
下
し
】

ま
う
L
上

三
木
郡
岩
峯
寺
衆
徒
帰
任

の
事
'
奉
書
を

以
て
堅
く
仰
せ
付
け
ら
る
上
は
'
寺
僧
を

召
し
出
し
､
寺
家

に

沙
汰
し
渡
すべ

き
も

ごと

の
也

､
よ
っ
て
状

く

だ
ん
の
如
し
､

文
明

六

(赤
竪

三

月
四

日
政

秀
(花
押
)

藤
田
五
郎
左
衛
門
殿

横
山
三
郎
左
衛
門
殿

【現
代
語
訳
】

三
木
郡
石
峯
寺
衆
徒

の
帰
任

の
事
､
奉
書

に
よ

っ
て
堅
く
命
じ
ら
れ
た
上
は
､
寺
僧

を
召
し
出
し
､
寺
家
に

(奉
書

の
)
命
令

を
執
行
せ
よ
｡
よ

っ
て
状
は
こ
の
と
お
り

で
あ
る

｡

文
明
六

三

月
四
日

政
秀

(花
押
)

藤
田
五
郎
左
衛
門
殿

横
山
三
郎
左
衛
門
殿

【解
説
】

お
う
ご

石
峯
寺
に
対
し
'
淡

河

越
後
守
が
課
役

を
賦
課
し
た
た
め
'
寺
僧
が
寺
か
ら
退
去

し
た
｡

こ
の
た
め
播
磨
守
護
赤
松
氏
は
､

淡
河
氏
の
行
為
を
や
め
さ
せ
､
寺
僧
に
寺

に
戻
る
よ
う
命
じ
て
い
る
｡
差
出
人
の
赤

松
政
秀
は
守
護

の
有
力
な

一
族
で
あ
る
｡

190



古文書

某
貞
家

･
某
家
綱
連
署
書
状

享
徳
二
年

二
四
聖
一

室
町
時
代

竹
林
寺
所
蔵

新
出

石
峯
寺
絵
図

寛
政
三
年

二

二

江
戸
時
代

竹
林
寺
所
蔵

新
出

i

々
鹿
野
Y
･
空
wTJ

ネ

ル地
TS

A
.-

寸

Lす

み

･PO

S=
L

沖
･̂-
1Jツー宰
∵r

L
･,̂
り
i
J
-
∫.1

.1‥･
ト}MJ灯り1-
一iJ
J

首

l･･破
1
1
了

ii
,い-
古
畑㌢
>.･T

-一

ヽ

一

l

L

-1

>
T4

野
瀬
村
下
神
田
之

御
寺
領
御
百
姓
此
間
､
御

寺

へ
御
年
貢

･
地
子
其
外
'

油
等
公
事

･
足
致
以
下

ま
て
不
仕
之
由
､
申
候
間
､

其
分
申
付
候
処
'
百
性
召

寺
家

へ
可
致
其
沙
汰
由
'

請
か
い
申
間
'
目
出
度
存
候
､

恐
々
謹
言
､

享
徳
弐

十

一
月
十
日

家
綱

(花
押
)

貞
家

(花
押
)

石
峯
寺

行
事

所

【読
み
下
し
】

し
J
こ
う
だ

野
瀬
村
下
神
田
の
御
寺
領

御
百
姓
､
こ
の

じ
し

間
'
御
寺

へ
御
年
貢

･
地

子
そ
の
外
､
油

く
じ

つ
か
ま
つ

等
公
事

･
足
致
以
下

ま
で
仕
ら
ざ
る
の
由
'

そ
う
ろ
･フ

申
し

侯
間
'
そ
の
分
申

し
付
け
候
処
､
百

性
寺
家

へ
召
し
､
そ
の
沙
汰
を
致
す
べ
き

う
け

由
'
請
が
い
申
す
間
'
目
出
た
く
存
じ
候
､

恐
々
謹
言
'

享
徳
弐

十

一
月
十
日

家
綱

(花
押
)

貞
家

(花
押
)

石
峯
寺

行
事

所

【現
代
語
訳
】

野
瀬
村
下
神
田
の
御
寺
領
の
御
百
姓
'
こ

の
間
､
御
寺

へ
御
年
貢

･
地
子
そ
の
ほ
か
､

油
な
ど
の
公
事

･
足
致
以
下
ま
で
納
め
な

い
と

い
う
こ
と
を

(
石
峯
寺
側
が
)
言

っ

て
い
た
の
で
､
そ
れ
に

つ
い
て
命
じ
た
と

こ
ろ
'
百
姓
を
寺
家

へ
呼
び
出
し
'
(年
貢

な
ど
を
)
納
め
る
こ
と
を
請
け
合

っ
た
と

い
う

こ
と
で
､
め
で
た
く
思

い
ま
す
､
恐

々
謹

言

､

幸
徳
弐十

l

月
十
日

家
綱

(花
押
)

貞
家

(花
押
)

石
峯
寺

行
事
所

【解
説
】

こ
の
文
書
は
､
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い

な
か

っ
た
新
出
文
書

で
あ
る
｡
播
磨
守
護

み
つす
け

よ
し
の
り

職
は
'
赤
松
満
祐
が
将
軍
足
利

義
教
を
殺

害
し
た

こ
と
で
､

7
時
期
､

山
名
氏
に
与

かきつ

え
ら
れ
た

(嘉
吉

の

変
)
｡
こ
の
文
書
が

出

さ
れ
た
の
は
山
名

氏
が
播
磨
守
護
を
務
め

て
い
た
時
期
に
あ
た
る
た
め
'
差
出
人
で

あ
る
貞
家
と
家
綱
は
山
名
氏
の
関
係
者
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
､
詳
し
く
は
不
明
｡

石
峯
寺
領
の
百
姓
が
年
貢
や
公
事

(秤

多
な
税
)
な
ど
の
納
入
を
サ
ボ
タ
ー
ジ

ュ

し
た
た
め
､
寺
が
'
お
そ
ら
く
山
名
氏
に

訴
え
､
山
名
氏
か
ら
命
令
が
下
さ
れ
た
結

果
､
百
姓
た
ち
が
年
貢
以
下
の
納
入
を
請

け
合

っ
て
､
石
峯
寺
に
と

っ
て
は

一
件
落

着
と
な
り
､
こ
れ
に
対
し
て
貞
家
と
家
綱

が
祝
意
を
示
し
て
い
る
｡

こ
の
地
域

の
農

民
の
動
向
が
わ
か
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
｡

署判部分の拡大

′~l
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櫓
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古文書

羽

柴

秀

吉

緋

那

警

ぴ

こ
う
ろ
く

微

考

録

貞
享
三
年

二
八
八一

江
戸
時
代

石
峯
寺
所
蔵

禁
制

石
峯
寺

一
軍
勢
甲
乙
人
乱
妨

狼
籍
事
､

‥
放
火
事
'

'
伐
採
竹
木
事
､

右
条
々
堅
令
停
止
記
､
若

於
違
犯
輩
者
速
可
処

罪
科
者
也
､
仇

如

件

､

T:li
L'

三
月
廿
九
日

【読

み
下
し

】

きんぜ
い

禁
制

石
峯
寺

こ
う
お
つ
にん

一
軍
勢
甲
乙
人
乱
妨
狼
籍
の

事
'

一
放
火
の
事
､

山
竹
木
伐
採
の
事
､

お
わ
ん
ぬ

右
条

々
堅
く
停

止
せ
し
め
託
'
若

し
違

と
･J
が
ら

犯

の
輩
お

い
て
は
速
か
に
罪
科
処
す
べ

ご
と

き
も
の
也
､
よ

っ
て
く
だ
ん
の
如

し
､

天
正
六

三
月

廿
九
日

【現
代
語
訳
】

禁

制

石
峯
寺

一
､
軍
勢
そ
の
他
の
者
が
乱
暴
狼
籍
を
働

く
こ
と
､

'
､
放
火
す
る
こ
と

一
'
竹
木
を
伐
採
す
る
こ
と
､

右
の
箇
条
に
つ
い
て
は
堅
く
禁
止
し
た
｡

も
し
違
反
す
る
者
が
あ
れ
ば
速
や
か
に

処
罰
す
る
｡
よ

っ
て
こ
の
と
お
り
で
あ

る
｡

大正

六
三

月

二
･L
九
円

筑
前

守
(花
押
)

※
署
判
部
分
は

｢微
考
録
｣
に
よ
り
補
う
｡

【解
説
】

織
田
信
長
の
家
臣
で
'
中
国
地
方
の
攻

略
を
担
当
し
た
羽
柴
秀
吉

(
の
ち
の
豊
臣

秀
吉
)
が

出
し
た
制

札
の
写
｡
こ
の
制
札

小‖▲ノ
■つ

に
は
署
判

(署
名
と
花
押

)
が

な

いが
'

び
二
･ソろ
く

下
記
の

｢
微
考
録
｣
の
筆
写

に

は

署

判

が

写
さ
れ
て
お
り
､
秀
吉
の
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
｡
江
戸
時
代
の
石
峯
寺
絵
図

(前
頁
下
)
に
よ
れ
ば
'
こ
の
制
札
は
仁

王
門
の
脇
に
掲
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
｡
江
戸
時
代
に
な

っ
て
も
､
秀
吉
の

制
札
が
掲
示
さ
れ
て
い
た
の
は
興
味
深
い
｡

【解
説
】

｢微
考
録
｣
は
江
戸
時
代
初
期
の
貞
享

三
年

(
1
六
八
六
)
に
書
か
れ
た
も
の
で
､

石
峯
寺
の
由
緒
を
記
し
､
ま
た
石
峯
寺
に

伝
わ

っ
た
重
要
な
文
書
類
を
書
き
写
し
た

も
の
で
あ
る
｡
現
在
は
元
の
文
書
が
残
さ

れ
て
い
な
い
も
の
も
多
く
書
き
写
さ
れ
て

表
紙

お
り
､
貴
重
な
史
料
で
あ
る
｡

今
回
の
新
修
神
戸
市
史

の
調
査
で
新
た

に
発
見
さ
れ
た
赤
松
政
秀
の
判
物

(
1
頁

に
掲
載
)
も
､
｢微
考
銀
｣
の
筆
写
に
よ
り
､

そ
の
存
在
だ
け
は
知
ら
れ
て
い
た
｡
ま
た
'

そ
の
関
連
文
書
も
写
さ
れ
て
お
り
､
事
件

の
経
緯
も
判
明
す
る
｡

な
お

｢微
考
録
｣
の
全
文
は

『
神
戸
市

文
献
史
料
』
第
二
巻

(神
戸
市
教
育
委
員
会
発

行

､

1.
九
七
九
年
)
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
｡
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L
J
く
ー

..
..
..

洞

川
は

右
は
羽
柴
秀
吉
制
札
写

左
は
明
石
藩
主
小
笠
原
忠
政
判
物

孝 も

羽
柴
秀
吉
制
札
写
の
署
判
部
分
拡
大



出土品

岩
本
坊
に
つ
い
て

岩
本
坊
は
石
峯
寺
の
子
院
の

一

つ
で
あ
る
｡
石
峯
寺
絵
図

(2
頁

掲
載
)
で
は
す
で
に

｢跡
｣
と
な

っ
て
お
り
'
江
戸
時
代
の
中

～
後

期
に
は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
た
よ

う
だ
が
､
現
在
も
田
の
名
称
に
そ

の
名
が
残
る
｡

発
掘
で
は
十

四
世
紀
頃

の
焼
土

り
べ
く
お
ー

層
が
見

つ
か

っ
て
い
る
｡
暦
応
二

/∴ー♪
.;

年

(
一
三
二
元

)
の
島
津
忠
兼
軍
忠

状

(越

前島
津
家
文
書
)に

よれ
ば
､

のり↓■り

北
朝

方の忠兼
と
赤
松

則
祐
が
､

南
朝
方
の
石
峯
寺
な
ど

を
攻
め
落

と
し
て
お
り
､
そ
の
戦
闘
と
の
関

連
も
考
え
ら
れ
る
｡

▲瀬戸盤 (13世紀後｣′一)

A景徳鎮窯白磁碗 (12世紀)

B河南産白磁碗 (14世紀)

C白磁四耳壷 (13世紀) i
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石峯寺周辺の航空写真 (右が北)

▲丹波懇 (131帰己後半- 1∠川t紀初頭)

▲東播系須恵器 こね鉢 (13t世紀後半)



あ
じ
ゃ
り

阿
閣
梨
讃
琉
力
荒
野
寄
進
状

永
和
四
年

t
L
八
一

南
北
朝
時
代

竹
林

寺
所
蔵

新
出

.～

(
..
-ヽ

神叫.易叫村政飼
育ハ一叫';.

4dtをr･･
方乙-人,･阜ノ-,'･'･,ま
.7-

ユー･7号そ上て乙77ろ{17

ミ>J/弓yJ船才藻'
′､賢サギムノ婆作美C
璽護巻払与-
.令-叫を草根=-I'･=:.I..;/那.

正
平
七
年

(

十
輪
院
所
蔵

新
出

し
も
こ
う
だ

て

つ
ぎ

下

神

田

村
北
畑
田
地
手

継

証
文
写

石
峯
寺
僧
某
勧
進
帳

永
徳
元
年

｢

八

)
南
北
朝
時
代

石
峯
寺
所
蔵

新
出
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本
資
料

の
編
集

･
執
筆

は
は
村
井
良

介
が
担
当

し
た
｡
執
筆

に
あ
た

っ
て
'

市
沢
哲

･
木
村
修

二

･
原

田
正
俊

･
森

田
竜
雄

の
各
氏
に
ご
教
示
を

い
た
だ

い

た
｡
ま
た
伝
岩
本
坊
跡

の
出
土
品

の
写

真
と
､
石
峯
寺
周
辺
の
航
空
写
真
は
神

戸
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
よ
り
ご
提

供
い
た
だ
い
た
｡


